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)10(1::  tttPCBP とすると ACtABtAP  )1(  ──① 

aBCbACcAB  ,, とすると、 222 cba  である。 

△ ABC 、△ BQP 、△CPR の相似性より 
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①より、 ACtABtPA  )1( であり、②、③を代入すると PQ
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より、点 Aは直線 PQ上にあり、題意は示された。(証明終) 
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BQ  であるから、台形 BCRQ の面積 1S は 
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△ ABC の面積は、 2

1

2
S bc であるから 
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したがって、台形 BCRQ は長方形である。……(答) 
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